
作成日

変更日

（１）基礎情報

ア．対象地域

奄美 過疎

イ．計画期間

※目標の達成状況や社会経済情勢の変化等を踏まえ、必要な場合には計画を見直すものとする。

開始年月日

終了年月日

令和8年4月1日

令和13年3月31日

令和7年11月14日

喜界町（全部過疎）

喜界町

56.82

6,243

１　計画の基本的な事項

地域の要件

離島、豪雪、山村、半島、
過疎地域に該当がある市町

村名

地域総面積（㎢）

地域内総人口（人）

　　構成市町村に一部事務組合等が含まれている場合、当該組合の状況

組合名称
（設立（予定）年月日）

計画期間※ 5年

組合を構成する市町村

組合設立に関する、
今後の見通し

喜界町循環型社会形成推進地域計画

地域の要件がその他の場合
は具体的に記載

構成市町村等（作成者）名
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（２）対象地域における取組みに関する事項

ア．ごみ処理の広域化・施設の集約化の検討状況

イ．プラスチック資源の分別収集及び再商品化に係る実施内容

実施地域

実施年度

実施方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

予定地域

予定年度

予定方法

上記が④も
しくは⑤の
場合、その

詳細

　「鹿児島県ごみ処理広域化計画」では，ごみ処理業務の効率性や住民生活の経済的なつなが
りを考慮するとともに，ごみ焼却施設の規模が一日当たり100ｔ以上になることを基本とし
て，地域の人口，既存行政ブロックの枠組み，これまでの広域化に向けた取組や進捗状況等を
考慮し，県内を７ブロックに分けている。ただし，離島については島ごとに広域化・集約化を
図ることを基本に考えている。
なお，このブロック区割りは 20～30 年後を見据えた広域化・集約化に向けた目安であり，今
後の協議や状況の変化等を踏まえて，ブロックを越えた広域化・集約化も可能であり，今後の
協議等を継続していく。
　大島地区（奄美市，大和村，宇検村，瀬戸内町，龍郷町，喜界町，徳之島町，天城町，伊仙
町，和泊町，知名町及び与論町）においては，島ごとの広域化は進められているが，引き続
き，ごみ処理業務の効率性や経済的合理性を勘案した取組を進めていく。
ごみ焼却施設以外の廃棄物処理施設についても，今後，広域化・集約化の可能性を含めた施設
整備を検討していく。

鹿児島県ごみ処理広域化・集約化計画

喜界町（全部過疎地域であるため）

－

実施しない（予定）地域

プラ要件化対象事業の実施

備考

実施予定
の場合

確認した都道府県の
広域化・集約化計画の名称

実施済
の場合
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ウ．対象地域における一般廃棄物処理有料化の状況

エ．対象地域における災害廃棄物処理計画の策定状況

喜界町（喜界町災害廃棄物処理計画）

①構成市全てで策定済

①全ての構成市町村で導入済有料化導入状況

未策定の構成市（策定予定時期）

備考

上記が④の場合、その詳細

未導入の構成市町村名

有料化導入に向けた
検討状況

※全ての構成市町村で導入
済の場合は記載不要

策定状況

策定済の構成市（計画の名称）
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２　循環型社会形成推進のための現状と目標（一般廃棄物の処理）

（１）一般廃棄物の処理の現状と目標（全域）

現状 目標

令和6年度 令和13年度 現状比

6,243 5,477 -12.3%

461 402 -12.8%

1,365 1,230 -9.9%

471 461 -2.1%

　その他排出量（トン） 0 0 0

　⑤総排出量（トン） 1,826 1,632 -10.6%

801 814 1.6%

　再生利用量 454 413 -9.0%

25% 25%

　最終処分量 242 148 -38.8%

13% 9%

　エネルギー回収量 　年間の発電電力量（MWH） 0 0

　年間の熱利用量（GJ） 0 0

特記事項

　⑦総資源化量（トン）

　⑧埋立最終処分量（トン）

本計画の計画期間中においては、廃棄物の減量化を含め循環型社会の実現を目指し、表１のとおり目
標量について定め、それぞれの施策に取り組んでいくものとする。

　排出量

　⑥1人1日当たりの排出量（ｇ/人日）

　④1人1日当たりのごみ排出量（ｇ/人日）

　③生活系ごみ排出量（トン）

　②事業系ごみ排出量（トン）

　表１　減量化、再生利用に関する現状と目標

　①総人口（人）

　総排出量に占める総資源化量の割合

　総排出量に占める埋立最終処分量の割合

⑧最終処分量：埋立処分された量〔単位：トン〕

≪用語の定義≫　下記のとおり表１で用いる用語の定義を行う。

※　別添資料として①～⑧に関する過去及び将来推計のトレンドグラフを添付する。

⑤総排出量：②＋③＋その他排出量の和〔単位：トン〕

②③排出量：対象地域において出されたごみの量（資源含む。集団回収されたごみを除く）〔単位：トン〕
　　　　　　※事業系・生活系それぞれで記載。

⑥1人1日当たりの排出量：⑤*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ/人日〕

⑦総資源化量：事業系の資源ごみ量＋生活系の資源ごみの量＋集団回収量等の和〔単位：トン〕

エネルギー回収量：エネルギー回収施設において発電された年間の発電電力量〔単位：MWh〕及び熱利用量〔単
位：GJ〕

その他排出量：②、③に該当しない排出量〔単位：トン〕

④1人1日当たりのごみ排出量：（生活系ごみ排出量－生活系資源ごみの量）*10^6/総人口/年間日数〔単位：ｇ
/人日〕

9
-4-



予測・目標における数値のうち、②③④が増加予測となるものもがある場合はその理由を記載

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

令和8年3月策定予定の一般廃棄物処理基本計画と整合させた。

10
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（２）一般廃棄物の処理の現状と目標のフロー図（全域）

令和6年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

1,826 t
リサイクル率

24.9%

処理残さ量

696 t
排出量 計画処理 38.1%

1,826 t

100.0% 減量化量

1,130 t
自家処理量 61.9% 最終処分量

242 t

13.3%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

令和13年度

集団回収量 総資源化量 総排出量

1,632 t
リサイクル率

25.3%

鹿児島県ごみ処理広域化計画
処理残さ量

561 t
排出量 計画処理 34.4%

1,632 t

100.0% 減量化量

1,071 t
自家処理量 65.6% 最終処分量

0 t 148 t

9.1%

※端数処理により割合・合計が合わないことがある。

0 t

0.0%

処理後再生利用量

直接資源化量 処理後再生利用量

454 t

24.9%

100.0%

0.0%

13.3%

中間処理量

直接最終処分量

直接最終処分量

0 t

0 t

直接資源化量

1,632 t
148 t

25.3%

9.1%

0.0%

100.0%

1,632 t

413 t

0 t

0.0%

現状の一般廃棄物の処理状況フロー

中間処理量 処理後最終処分量

目標達成時の一般廃棄物の処理状況フロー

処理後最終処分量

413 t0 t

0 t

0 t 454 t

1,826 t
1,826 t 242 t
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（１）処理体制

（２）処理施設等の整備

３　目標達成に向けた施策（一般廃棄物の処理）

　現状、事業系ごみは燃えるごみと資源ごみを受け入れており、生活系ごみと同様の処理を
行っている。
　今後も現状と同様の処理を行う。
　また、一般廃棄物の多量排出事業者の把握に努めるとともに、事業者に対する排出抑制・資
源化等に関する指導を行い、排出抑制する。

上記（１）に記載のとおり、漂流・漂着ごみの効率的な処理を行うため、旧喜界町クリーンセ
ンターを解体・撤去し、跡地で表３-Ａのとおり漂流・漂着ごみ処理施設を整備する予定であ
り、表４のとおり計画支援業務等を行う。また、参考として現有施設の一覧を表５に示す。

　　ア．生活系ごみの処理体制の現状と今後

　分別区分及び処理方法については、表２のとおりである。
　燃えるごみは、引き続き、喜界町クリーンセンターで焼却処理され、焼却残渣は喜界町一般
廃棄物最終処分場で処分される。
　燃えないごみ及び資源ごみは、引き続き、喜界町ストックヤードで資源化される。
　ダンボールは、引き続き、喜界町マテリアルリサイクル施設で圧縮され、資源として売却さ
れる。
　粗大ごみは、引き続き、粗破砕選別された後、ほとんどが燃えるごみと同様に処理・処分さ
れる。
　漂流・漂着ごみは、現在海岸に近い仮置場で集積・保管している。今後は処理の効率化等を
目的として、漂流・漂着ごみ処理施設を整備する。処理施設では、洗浄・破砕・選別により可
能な限り資源化し、資源化できないものは喜界町クリーンセンターで焼却処理する予定であ
る。

　　ウ ．一般廃棄物処理施設であわせて処理する産業廃棄物の現状と今後

　現状、産業廃棄物の処理は行っていない。今後も処理を行わない計画である。

　　イ．事業系ごみの処理体制の現状と今後 

13
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表２　喜界町地域各市町村の生活系ごみの分別区分と処理方法の現状と今後

分別区分 処理方法
処理施設

等
分別区分 処理方法

処理施設
等

分別区分 処理方法
処理施設

等
一次処理 二次処理

燃えるごみ 焼却
喜界町ク
リーンセン
ター

燃えるごみ 焼却 埋立
喜界町ク
リーンセン
ター

喜界町一般
廃棄物最終
処分場

燃えないご
み

燃えないご
み

ビン類 ビン類

缶類 缶類

ペットボト
ル

ペットボト
ル

ダンボール 圧縮
喜界町マテリ
アルリサイク
ル推進施設

ダンボール 圧縮
喜界町マテリ
アルリサイク
ル推進施設

（売却）

粗大ごみ
粗破砕・選
別・資源
化・焼却

喜界町ク
リーンセン
ター

粗大ごみ
粗破砕・選
別

焼却
喜界町ク
リーンセン
ター

喜界町ク
リーンセン
ター

漂流・漂着
ごみ

集積・保管
海岸付近仮
置場

漂流・漂着
ごみ

選別・破
砕・保管

焼却
喜界町漂
流・漂着ご
み処理施設

喜界町ク
リーンセン
ター

現　　　状（令和6年度） 今　　　後（令和13年度）

喜界町
分別区分 処理方法

処理施設等

資源化

喜界町ス
トックヤー
ド

（売却）

選別・圧縮

選別・資源
化

喜界町ス
トックヤー
ド

選別・圧縮

選別
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表３－Ａ　マテリアルリサイクル推進等のための整備事業

事業番号 1

施設名称
漂流・漂着ごみ処理

施設

事業主体 喜界町

工種 新設工事

事業目的
（新設・改良等の理由）

漂流・漂着ごみの効
率的な処理のため

施設種別
漂流・漂着ごみ処理

施設

処理方式 選別、破砕、保管

処理能力（単位） 1t/日

事業期間 R9-R12

竣工（事業完了）予定年月 R13.3

設置予定地
※検討中の場合は「未定」

喜界町大字湾字興名
畑625-1

想定される浸水深
※未定の場合は記載不要

浸水深0.0m

浸水対策 ー

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○

国土強靭化地域計画
（計画の名称）

－

プラ要件化の
経過措置の適用

－

プラ施設整備事業 －

CO2削減率
※改良事業の場合

－

スラグの利用計画
※灰溶融施設を整備する場合

－

ストック対象物
※ストックヤードを整備

する場合
漂流・漂着ごみ

要綱第５の２による交付
をうける予定の場合は、
施設減少数と対象市町村

増加数の合計
※以下の項目を記載

本施設整備にあたり
廃止する施設(処理対象市

町村名)

広域化・集約化後の処理
対象市町村数（処理対象

市町村名）

備考

15
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表４　施設整備に関する計画支援事業等

事業番号 ① ②

関連する本体事業の番
号

1 2

事業名
施設整備に関する計

画支援事業
施設整備に関する計

画支援事業

事業主体 喜界町 喜界町

事業目的
漂流・漂着ごみ処理

施設の新設
旧喜界町クリーンセ

ンターの解体

事業概要 実施設計 発注仕様書作成

環境省所管（循環交付金
等）の活用を予定

※「○」の場合は以下の項目
を記載すること

○ ○

プラ要件の経過措置 － －

プラ施設整備事業 － －

備考

22
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表５　現有施設一覧

施設種別 ごみ焼却施設 ごみ焼却施設
マテリアルリサイ
クル推進施設

マテリアルリサイ
クル推進施設

施設名
旧喜界町クリーン

センター
喜界町クリーンセ

ンター
喜界町ストック

ヤード
喜界町マテリアルリ
サイクル推進施設

施設所有主体 喜界町 喜界町 喜界町 喜界町

型式及び処理方式 ストーカ式 ストーカ式 選別・圧縮 圧縮

処理能力（単位） 12t/日 8t/日 162㎡ 426㎡

エネルギー回収の有無 無 無 － －

竣工年月 H4.3 R3.6 H13.3 H30.3

廃止又は休止（予定）年月 R3.6 未定 未定 未定

施設所在地
喜界町大字湾字興

名畑625-1
喜界町大字湾字興

名畑625-1
喜界町大字湾字興

名畑625-1
喜界町大字湾字興

名畑625-1

想定される浸水深 0.0m 0.0m 0.0m 0.0m

浸水対策 - - - -

交付金を活用した解体を
実施する場合、その交付

条件
跡地利用の解体

廃焼却施設解体事業
着手（予定）年月

R9.1

完了（予定）年月
R11.3

解体に関連する新設事業番号
※表３の事業番号

1

備考

23
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４　循環型社会形成推進のための現状と目標（生活排水の処理）

（１）生活排水の処理に関する現状と目標（全域）

現状　: 令和6年度 目標　: 令和13年度

人口 構成比 人口 構成比

1,964 31.5% 2,056 37.5%

520 8.3% 487 8.9%

732 11.7% 725 13.2%

3,216 51.5% 3,268 59.7%

830 13.3% 606 11.1%

2,197 35.2% 1,603 29.3%

3,027 48.5% 2,209 40.3%

6,243 100.0% 5,477 100.0%

993 763

1,665 1,457

2,658 2,220

一般廃棄物処理計画と目標値が異なる場合に、地域計画と一般廃棄物処理計画との整合性に配慮した内容

令和8年3月策定予定の一般廃棄物処理基本計画と整合させた。

生活排水の処理については、表６に掲げる目標のとおり、合併処理浄化槽の整備等を進めていくものとす
る。

表６　生活排水処理に関する現状と目標

処
理
形
態
別
人
口

し
尿
・
汚
泥
の
量

公共下水道（人）

農業集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

小計：汚水衛生処理人口（人）

単独処理浄化槽（人）

合計（キロリットル）

非水洗化人口（人）

小計：未処理人口（人）

合計：総人口（人）

汲取りし尿量（キロリットル）

浄化槽汚泥量（キロリットル）

24
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（１）処理体制

（２）合併処理浄化槽の整備

５　目標達成に向けた施策（生活排水の処理）

　　ア 生活排水処理の現状と今後

　令和6年度末の生活排水処理率は51.5％となっている。
　公共下水道、農業集落排水施設整備はほぼ完了しており、引き続き、町のホーム
ページや広報紙による広報啓発活動及び各戸への勧誘活動を行い、接続率の向上に努
める。
　また、公共下水道、農業集落排水施設計画区域外は、浄化槽処理促進区域に指定
し、引き続き、浄化槽設置の普及・促進を図る。
　し尿、浄化槽汚泥は、引き続き、し尿投入施設を通じて下水処理場で処理し、下水
汚泥は堆肥化して再生利用する。

　合併処理浄化槽の整備については、表７のとおり行う。
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表７　浄化槽事業等のための整備事業※ 計画地域内の施設の状況（現況、予定）を地図上に示したものを添付

事業番号 3

事業主体 喜界町

事業名称
浄化槽設置整備事

業

現有設備の内容

直近の整備済み基数
（基）

（令和４年度）
5基

処理人口（人） 732人

整備計画

整備計画基数（基） 45基

整備計画人口（人） 73人

事業期間 R8～R12

国土強靭化計画への記載
（計画の名称）

喜界町地域強靭化計
画

備考

28

-14-



（１）地域の循環型社会を形成する上で、次の施策を実施していく

　　オ　事業系ごみに関する施策内容

　一般廃棄物の多量排出事業者の把握に努めるとともに、事業者に対する排出抑制・
資源化等に関する指導を行う。

６　関連するその他の施策

　　ア　ごみ減量・リサイクル促進のための施策内容

　ごみ減量・リサイクル促進のため、①PR活動・イベントの実施、②環境教育、③ご
み管理の指導、④環境づくり、⑤資源ごみの集団回収の促進、⑥町民の清掃活動の支
援等を行う。
　町民に対して、①ライフサイクルの見直し、②ごみ減量化・リサイクルに適した商
品の購入、③簡易包装への協力等を積極的に呼びかける。
　事業者に対して、流通・販売段階での簡易包装の推進、②リサイクル型商品や再生
品の普及、③販売した商品の自主回収の促進、④事業活動に伴うごみの減量化・再資
源化の促進等を積極的に呼びかける。

　　イ　プラスチック資源に関する施策内容

　住民が、プラスチック使用製品の使用の合理化、プラスチック使用製品廃棄物の排
出抑制、認定プラスチック使用製品を使用できるように、ごみカレンダー等で啓発・
情報提供を行う。
　プラスチック使用製品廃棄物の分別収集及び再商品化は、周辺地域のリサイクルに
関する情報収集を図り、運搬費用等を考慮しながら、必要な方策を検討していく。

　収集用の指定袋は、燃えるごみ用、燃えないごみ用、資源ごみ用の3種類（大
（47L）：400円、小（20L）：300円）あり、紙類については、指定シール（400円）を
貼ることとしている。
　なお、直接持ち込みの場合、指定袋に入れると無料であり、その他は従量制で10㎏
当たり50円（廃材のみ200円/10kg）の手数料を徴収している。
　ごみ処理負担の公平化や排出抑制対策として、近隣自治体の状況も踏まえ、必要に
応じてごみ処理手数料の見直しを行う。

　　ウ　ごみ処理手数料有料化の実施内容

　　エ　リチウム蓄電池に関する対策

　火災事故等を未然に防止するため、リチウム蓄電池の適正な排出方法等について、
周知啓発を積極的に実施する。
　また、適正処理の検討に向けて、問題の整理等を行う。
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　　カ　災害時の廃棄物処理に関する事項

　令和2年3月に策定した喜界町災害廃棄物処理計画に基づき、①衛生的かつ迅速な処
理の推進、②分別・再生利用の推進、③処理の協力・支援・連携の強化、④環境に配
慮した処理の推進を基本方針として、災害廃棄物の処理にあたる。
　災害廃棄物処理計画は、災害廃棄物対策指針や鹿児島県災害廃棄物処理計画、喜界
町地域防災計画等が改訂される時期等に必要に応じて見直しを行う。

　　キ　生活排水対策

　集合処理区域内では、未水洗化世帯への早期接続の指導を行うとともに、集合処理
施設の適切な維持管理を継続する。
　浄化槽処理促進区域（集合処理区域外の地域）では、合併処理浄化槽を更に普及さ
せていくため汲み取り及び単独処理浄化槽を合併処理浄化槽に転換するよう啓発を行
う。
　また、し尿、浄化槽汚泥は、引き続きし尿投入施設を通じて下水処理場で処理し、
下水汚泥は堆肥化して再生利用していく。
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（１）計画のフォローアップ

（２）事後評価及び計画の見直し

７　計画のフォローアップと事後評価

　喜界町は、計画の進捗状況を把握し、必要に応じて、鹿児島県及び国と意見交換を
しつつ、計画の進捗状況を勘案し、計画の見直しを行う。

　計画期間終了後、処理状況の把握を行い、その結果が取りまとまった時点で、速や
かに計画の事後評価、目標達成状況の評価を行う。また、評価の結果を公表するとと
もに、評価結果を次期計画策定に反映させるものとする。なお、計画の進捗状況や社
会経済情勢の変化等を踏まえ、必要に応じ計画を見直すものとする。
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

1,415,000 1,415,000 1,389,600 1,389,600 180,000 230,000 490,000 234,600 255,000

1 喜界町 1 t/日 R11 R12 R11 R12 500,000 500,000 489,600 489,600 0 0 0 234,600 255,000

2 喜界町 12 t/日 R8 R10 R8 R10 915,000 915,000 900,000 900,000 180,000 230,000 490,000 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0

0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

49,000 49,000 49,000 49,000 27,000 22,000 0 0 0

1 喜界町 1 t/日 R8 R9 R8 R9 32,000 32,000 32,000 32,000 10,000 22,000 0 0 0

2 喜界町 12 t/日 R8 R8 R8 R8 17,000 17,000 17,000 17,000 17,000 0 0 0 0

0

適正な最終処分のための整備事業

計画支援事業等

漂流・漂着ごみ処理施設の設計

旧喜界町クリーンセンター解体の発注
支援

マテリアルリサイクル推進等のための整備事
業

漂流・漂着ごみ処理施設

エネルギー回収等のための整備事業

分散型資源回収のための整備事業

し尿処理施設の改良事業等

総括表（交付期間における各交付対象事業の概算事業費）

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

旧喜界町クリーンセンターの解体

廃棄物運搬中継のための整備事業

有機性廃棄物リサイクル推進のための整備事
業
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総事業費（千円）

単位 開始 終了 開始 終了
複数計画
合算費

現計画での
総事業費

複数計画
合算費

合計 令和8年度 令和9年度 令和10年度 令和11年度 令和12年度

事　業　種　別
事業
番号

事業主体
名　　称

規　模 事業期間
交付金交付

期間
交付対象事業費（千円）

備　　考

施　設　名　称　等

20,515 15,350 3,070 3,070 3,070 3,070 3,070

3 喜界町 R8 R12 R8 R12 20,515 15,350 3,070 3,070 3,070 3,070 3,070

鹿児島県ごみ処理広域化計画 45 基 20,515 15,350 3,070 3,070 3,070 3,070 3,070

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

浄化槽災害復旧事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

0 0 0 0 0 0 0

浄化槽整備事業（下記事業を除
く）

基 0

既設の浄化槽改築事業 基 0

少人数高齢世帯の維持管理負担軽
減事業

基 0

浄化槽整備効率化事業費 0

1,464,000 1,484,515 1,438,600 1,453,950 210,070 255,070 493,070 237,670 258,070合     　　計

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業

内
訳

内
訳

浄化槽事業等のための整備事業

浄化槽設置整備事業

内
訳

公共浄化槽等整備推進事業
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目標

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

①総人口（人） 6,633 6,457 6,314 6,243 6,128 6,015 5,904 5,795 5,688 5,581 5,477

②事業系ごみ排出量
（トン）

461 443 649 461 459 448 440 429 419 410 402

③生活系ごみ排出量
（トン）

2,038 1,784 1,560 1,365 1,400 1,371 1,345 1,310 1,284 1,255 1,230

④1人1日当たりの
ごみ排出量
（ｇ/人日）

719 672 578 471 475 473 471 468 466 464 461

その他排出量
（トン）

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

⑤総排出量
（トン）

2,499 2,227 2,209 1,826 1,859 1,819 1,785 1,739 1,703 1,665 1,632

⑥1人1日当たりの
排出量
（ｇ/人日）

1,032 945 956 801 831 828 826 822 820 817 814

⑦総資源化量
（トン）

556 371 468 454 463 455 446 436 429 421 413

⑧埋立最終処分量
（トン）

203 179 196 242 170 166 163 158 155 151 148

生活系ごみ排出量
のうち資源化量
（トン）

297 201 224 292 338 333 328 321 317 310 305

年間日数
（日）

365 365 366 365 365 365 366 365 365 365 366

指標・単位

過去の状況・現状 予測

一般廃棄物の処理の実績と予測
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0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

2,038 
1,784 

1,560 1,365 1,400 1,371 1,345 1,310 1,284 1,255 1,230 

461 
443 

649 

461 459 448 440 429 419 410 402 

2,499 
2,227 2,209 

1,826 1,859 1,819 1,785 1,739 1,703 1,665 1,632 

0
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1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 事業系ごみ、生活系ごみ、その他排出量の推移

②事業系ごみ排出量

（トン）

③生活系ごみ排出量

（トン）

その他排出量

（トン）

556 

371 

468 454 463 455 446 436 429 421 413 

203 
179 196 

242 

170 166 163 158 155 151 148 

0
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（トン） 総資源化量と埋立て最終処分量の推移

⑦総資源化量

（トン）

⑧埋立最終処分量

（トン）
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6,633 6,457 6,314 6,243 6,128 6,015 5,904 5,795 5,688 5,581 5,477 

0
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 総人口の推移

①総人口（人）

719 
672 

578 

471 475 473 471 468 466 464 461 

1,032 
945 956 

801 831 828 826 822 820 817 814 

0
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令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（ｇ/人日） １人１日当たりのごみ排出量・１人１日当たりの排出量の推移

④1人1日当たりの

ごみ排出量

（ｇ/人日）

⑥1人1日当たりの

排出量

（ｇ/人日）
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目標

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

総人口（人） 6,767 6,633 6,457 6,314 6,243 6,128 6,015 5,904 5,795 5,688 5,581 5,477

1,889 1,917 1,927 1,909 1,964 1,978 1,991 2,004 2,017 2,030 2,043 2,056

27.9% 28.9% 29.8% 30.2% 31.5% 32.3% 33.1% 33.9% 34.8% 35.7% 36.6% 37.5%

541 538 529 527 520 515 510 506 501 497 492 487

8.0% 8.1% 8.2% 8.3% 8.3% 8.4% 8.5% 8.6% 8.6% 8.7% 8.8% 8.9%

738 731 733 732 732 731 730 729 728 727 726 725

10.9% 11.0% 11.4% 11.6% 11.7% 11.9% 12.1% 12.3% 12.6% 12.8% 13.0% 13.2%

未処理人口（人） 3,599 3,447 3,268 3,146 3,027 2,904 2,784 2,665 2,549 2,434 2,320 2,209

公共下水道（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

生活排水の処理の実績と予測

　指標・単位

過去の状況・現状 予測

集落排水施設等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

合併処理浄化槽等（人）
汚水衛生処理人口
汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率

汚水衛生未処理人口

3,599 3,447 3,268 3,146 3,027 2,904 2,784 2,665 2,549 2,434 2,320 2,209

738 731 733 732 732 731 730 729 728 727 726 725

541 538 529 527 520 515 510 506 501 497 492 487

1,889 1,917 1,927 1,909 1,964 1,978 1,991 2,004 2,017 2,030 2,043 2,056

6,767 6,633 6,457 6,314 6,243 6,128 6,015 5,904 5,795 5,688 5,581 5,477

0
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8,000

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 令和１２年度 令和１３年度

過去の状況・現状 予測 目標

（人） 生活排水処理人口の推移

公共下水道（人）

集落排水施設等（人）

合併処理浄化槽等（人）

未処理人口（人）
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